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たなか・さかい：共同通信社の記者を経て1997年にマイクロ
ソフトに転職。「MSNジャーナル」を日本初の本格的コラムサ
イトに育てる。現在、毎週配信している国際ニュース解説のメ
ール読者が16万人を超える。 www.tanakanews.com田中 宇c o l u m n s
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イ ス ラ エ ル 、 パ レ ス チ ナ 取 材 レ ポ ー ト

中東紛争地のインターネット模様

パレスチナのガザ地区はイスラエルの占領下にある。

約50年前にイスラエルが建国したとき、新生国をユダヤ

人中心の国にするため、それまで住んでいたイスラム

教徒のパレスチナ人を追い出して押し込めた地域がガ

ザである。

200平方キロに約100万人が住み、人口密度は東京

都と並ぶ世界最高水準だ。地域の周囲を警備してい

るイスラエル軍の許可がないと地域外に出られないう

え、地域内にほとんど仕事がないという点で、アパルト

ヘイト時代の南アフリカの黒人居住区や、かつてのヨー

ロッパのユダヤ人ゲットーと似ている。ユダヤ人がゲッ

トーから逃れるためのイスラエル建国が、ガザというパ

レスチナ人のゲットーを生んだのである。

先日、ガザを訪れて驚いたのは、人々は簡単にイスラ

エルに行けないのに、電話はイスラエル領のビルシェバ

という近くの町に市内通話でかけることができ、インタ

ーネットが56kbpsで接続できたことだ。イスラエルはイ

ンターネットインフラが西欧並みに進んでおり、占領地内

もその恩恵を受けているのである。

イスラエルはユダヤ人の地域と、パレスチナ人を押し

込めた占領地に分かれているが、インターネットカフェは

圧倒的にパレスチナ人地域に集中している。一般にユ

ダヤ人のほうが金持ちなので、彼らは自宅からインター

ネットに接続するが、パレスチナ人は貧乏な場合が多い

のでカフェからつなぐのである。

「聖都」エルサレムの旧市街は紛争地なので、夜に

なるとテロを恐れて人通りが絶え、ゴーストタウンとな

るが、そのなかでインターネットカフェだけが深夜まで

営業し、パレスチナ人の若者たちが一心に画面に向

かっていた。貧乏旅行中の日本人も来るそうで、パソ

コンのIMEやブラウザーで日本語が使えるように設定

してあったのには驚かされた（OSは英語版ウィンド

ウズ98）。

パレスチナ問題で最近話題になったのは、パレスチ

ナ人のハッカーがイスラエルの公的機関のサイトを荒ら

し、ユダヤ人のハッカーがパレスチナのサイトを荒らして

逆襲するというサイバー戦争だ。ゲリラとつながりのあ

るパレスチナ人女性が、インターネットで知り合ったイス

ラエル人の少年を誘い出してゲリラに殺させる事件も

起きた。インターネットカフェで訓練しているパレスチナ

人ハッカーもいるかもしれないが、作戦実行はイスラエ

ル国内ではやりにくい。イスラエル当局がインターネット

上の検閲をしているであろうからだ。

隣国エジプトでは、接続プロバイダー事業に対する規

制が緩和され、昨年急にプロバイダーが充実し、接続

が簡単になった。中東のイスラム諸国はインターネットを

「西欧からの文化侵略」とみる傾向が強いが、そんなこ

とを言っていたら世界経済のIT化の流れから取り残さ

れ、経済発展できないという懸念のほうが大きくなり、

規制緩和されたわけだ。

とはいえ、電子メールに対する検閲はいまだに厳し

く、私が会った反体制活動家は自宅にパソコンがあり、

Hotmailのアカウントも持っているものの「受信は問題

ないが、送信は検閲されるので、外国のジャーナリスト

とのメールのやり取りは無理だ」と言われた。「言論統

制は弱めないが、経済発展のためインターネットは普及

させる」というやり方は、東アジアでは中国やシンガポ

ールが先行し、成功している。

シリアやイラクなど、秘密警察がエジプトよりもさらに

強い国では、接続プロバイダー自体がほとんど存在し

ていない。「文化侵略」とは大義名分で、実は言論統制

が目的なのだろう。
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